
  

  

八戸市の死亡原因の第 1 位は悪性新生物（がん）となっています。その中でも、食生活の

欧米化など、生活習慣の変化の影響を受ける「大腸がん」は年々増加傾向にあります。 

 また、定期的に検診を受けることで、もし大腸がんが見つかっても、早期に治療すること

で進行を抑えることができます。 

 

９月はがん征圧月間です。がんとその予防につい

て正しい知識を得て、早期発見・早期治療に取り組

みましょう。 

 

９月は「がん征圧月間」 

 

大腸がんの危険因子 

消化管である大腸は食物の影響を大

きく受けます。大腸がんと関係の深い食

物や生活習慣も明らかになっています。 

血縁者に大腸がんの人がいる場合

も注意が必要です。 

 

 

②赤身肉や保存加工

肉の多量摂取 

③食物繊維を 

ほとんど摂らない 

①肥満 

 

 

⑤喫煙 

 

 

 

 

④過剰飲酒 

大腸がんは早期であれば、ほぼ 100％近く

完治しますが、一般的に、早期には自覚症状は

ありません。 

そこで、早期発見のできる「大腸がん検診」

を受けることをお勧めします。 

 

大腸がん検診を受けましょう！！ 

 

検査方法：検査キットによる便の潜血検査(２日法) 

対 象 者：40 歳以上の方 

自己負担：600 円(※70 歳以上の方や市民税非課税世帯の方等は無料) 

※65 歳以上の方及び 40～64 歳の心身障がい者の方は､ 

受託医療機関での受診が可能です｡   

詳しくは「わが家の健康カレンダー」を参照ください。 

問八戸市保健所 健康づくり推進課 38-0713  FAX 38-0735 

 

申し込みは簡単!! 

八戸市総合健診センターへ 

電話(70-5563)1 本でＯＫ 


